




昭和 48 年 3 月	 	桜美林大学　文学部　中国語中国文学科卒業（文学学士）
昭和 48 年 4 月	 	お茶の水女子大学大学院　人文科学研究科　中国文学専攻　修
士課程入学
昭和 50 年 3 月	 	お茶の水女子大学大学院　人文科学研究科　中国文学専攻　修
士課程修了（文学修士）
平成 10 年 3 月	 お茶の水女子大学　博士（人文科学）
職　歴
昭和 52 年 4 月	 	桜美林大学　経済学部　非常勤講師（昭和 57 年 3 月まで）「中
国語担当」
昭和 53 年 4 月	 	桜美林高等学校　専任教諭（昭和 54 年 3 月まで）「古典、漢文
担当」
昭和 54 年 4 月	 亜細亜大学　教養部　講師（昭和 57 年 3 月まで）
昭和 57 年 4 月	 亜細亜大学　教養部　助教授（平成 7 年 3 月まで）
昭和 57 年 4 月	 明治大学　非常勤講師（平成 9 年 3 月まで）「中国語担当」
昭和 61 年 4 月	 	慶応義塾大学　法学部　非常勤講師（平成 28 年 3 月まで）「中
国語担当」
平成 4 年 3 月	 北京大学　中文系　訪問学者（平成 5 年 3 月まで）
平成 7 年 4 月	 亜細亜大学　教養部　教授（平成 13 年 3 月まで）
平成 10 年 4 月	 埼玉大学　非常勤講師（平成 11 年 3 月まで）「中国文学担当」
平成 13 年 4 月	 亜細亜大学　法学部　法律学科　教授（令和３年３月まで）
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平成 15 年 4 月	 	国際基督教大学大学院　非常勤講師（平成 15 年 6 月まで）「中
国文学担当」
平成 15 年 10 月	 	茨城大学　非常勤講師（平成 15 年 10 月まで）「集中講義、中
国文学担当」
平成 27 年 4 月	 	大東文化大学大学院　文学部中国文学科　非常勤講師（令和３
年３月まで）「中国文学特殊研究担当」





昭和 61 年 4 月	 日本中国学会　選挙管理委員（昭和 63 年 3 月まで）
平成 13 年 4 月	 六朝学術学会　理事（現在に至る）
平成 15 年 4 月	 お茶の水女子大学中国文学会　運営委員長（平成19年3月まで）
平成 15 年 5 月	 「日本学術会議会員推薦管理会」19 期の推薦人
平成 16 年 1 月	 	日本学術振興会　科学研究費委員会専門委員（平成 16 年 12 月
まで）
平成 21 年 4 月	 	財団法人　大学基準協会　大学評価委員会　外国語学系第２専
門評価分科会委員（平成 22 年 3 月まで）
平成 21 年 8 月	 東京大学大学院人文社会系研究科博士後期課程論文審査委員
平成 21 年 12 月	 	日本学術振興会　科学研究費委員会専門委員（平成 22 年 11 月
まで）
平成 24 年 4 月	 	財団法人　大学基準協会　大学評価委員会　外国語学系第２専
門評価分科会委員（平成 25 年 3 月まで）
受　賞
昭和 63 年 6 月	 	財団法人三島海雲記念財団学術奨励賞 ｢中国の詩に於ける詩語
のイメージの変遷―詩経から唐詩へ｣
平成 13 年 3 月	 	学校法人亜細亜学園五島賞　著書『庾信研究』（明治書院、平




 1.	『庾信研究』平成 12 年 2 月（明治書院）
 2.	『佯狂　古代中国人の処世術』平成 25 年 10 月（汲古書院　汲古選書 62）
 3.	『唐詩の系譜　名詩の本歌取り』平成 30 年 10 月（研文出版）
 4.	『庾信研究』矢嶋美都子著　李寅生、马蕙颖译　令和 2 年 9 月（凤凰出版社）
著　書（共著）
 1.	『現代中文読本』昭和 56 年 12 月（金星堂）
 2.	『京劇名作選』	昭和 60 年 1 月（東方書店）
 3.	『漢詩を読むⅠ』昭和 60 年 10 月（NHK 学園）
 4.	『中国知識課本』昭和 61 年 1 月（白帝社）
 5.	『自然をよむ』昭和 61 年 4 月（NHK 学園）
 6.	『黄河長江をよむ』昭和 63 年 4 月（NHK 学園）
 7.	『老舎事典』昭和 63 年 12 月（大修館書店）
 8.	『最近中国情況―中文中級課本』平成元年 1 月（白帝社）
 9.	「13 か国が語る―言葉と文化への招待」平成 3 年 3 月（亜細亜大学言語文化
研究所）
10.	『研究資料漢文学 5 詩Ⅲ』平成 4 年 4 月（明治書院）
11.	『中国語会話中級テキスト　你知道吗？』平成 7 年 2 月（白帝社）
12.	『目は口ほどにものを言うか？』平成 10 年 12 月（三修社）　亜細亜大学言
語文化研究所発行
13.	『世界 14 言語動物ことわざワールド捕らぬ狸は皮算用？』平成 15 年 9 月（白
帝社）　亜細亜大学言語文化研究所
14.	『効果てきめん中国語　目指せ中検 3 級！』平成 20 年 4 月（駿河台出版社）
15.	『使える !! 大学生的中国語』平成 30 年 2 月（同学社）
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著　書（執筆分担、執筆協力）
 1.	『漢詩の解釈と鑑賞事典』昭和 54 年 3 月（旺文社）執筆分担
 2.	『隠逸と田園』石川忠久著　昭和 59 年 9 月（小学館）執筆協力
 3.	『NHK 漢詩をよむ』（上）石川忠久著　昭和 60 年 4 月（日本放送出版協会）
執筆分担
 4.	『「NHK 漢詩をよむ」（下）石川忠久著　昭和 60 年 9 月（日本放送出版協会）
執筆分担
 5.	『岸田俊子文学集湘煙選集 2』鈴木裕子編　昭和 60 年 10 月（不二出版）執
筆分担
 6.	『玉台新詠』石川忠久訳　昭和 61 年 2 月（学習研究社）執筆協力
 7.	『NHK 漢詩をよむ』石川忠久著　昭和 61 年 4 月（日本放送出版協会）執筆
分担
 8.	『常用墨場辞典』前野直彬他編　昭和 63 年 5 月（尚学図書）執筆分担
 9.	『NHK 漢詩をよむ』「杜甫」石川忠久著　昭和 63 年 10 月（日本放送出版協会）
執筆分担
10.	『別冊墨』9 号「漢詩と書」昭和 63 年 10 月（芸術新聞社）執筆分担
11.	『NHK 漢詩をよむ』「白楽天」石川忠久著　平成元年 4 月（日本放送出版協
会）執筆分担
12.	『NHK 漢詩をよむ』「陶淵明」石川忠久著　平成元年 10 月（日本放送出版
協会）執筆分担
13.	『NHK 漢詩をよむ』「王維」石川忠久著　平成 2 年 4 月（日本放送出版協会）
執筆分担
14.	『福武漢和辞典』平成 2 年 11 月（福武書店）執筆分担
15.	『長安好日　石川忠久華甲記念漢詩選集』平成 4 年 4 月（東方書店）執筆協
力
16.	「中国の名詩鑑賞」3　石川忠久著　平成	5 年 6 月（明治書院）執筆協力
17.	『桃源佳境　石川忠久古稀記念漢詩選集』平成 13 年 4 月（東方書店）執筆
協力
18.	『江都晴景　石川忠久八秩記念漢詩選集』平成 24 年 4 月（研文出版）執筆
協力
学術論文（学会誌、紀要掲載）




 2.	「庾信の生涯―人と作品」（文学修士取得論文）単著　昭和 50 年 1 月　お茶
の水女子大学
 3.	「庾信と王琳―屈折した心情と筆法」単著　昭和 52 年 6 月『中国総合研究』
2 号（陣内宣男先生古稀記念号）
 4.	「北遷後の庾信に見られる恥の意識について」単著　昭和 54 年 3 月『中国
文学論叢』7 号（星川清孝博士退休記念号）（桜美林大学）
 5.	「庾信の「遊仙詩」に表われた藤について―葛藟から紫藤へ―」（査読付）
単著　昭和 55 年 7 月『亜細亜大学教養部紀要』21 号（亜細亜大学）
 6.	「庾信の辺塞詩に表われた雲について」（査読付）単著　昭和 56 年 7 月『亜
細亜大学教養部紀要』23 号（亜細亜大学）





　昭和 61 年 11 月『中国文学論叢』12 号（高水世嫦教授追悼号）（桜美林大
学）
10.	「中国語の語順―日本語の語順と同じになる場合―」単著　昭和 63 年 3 月『語
順研究』3 号（亜細亜大学言語文化研究所）
11.	「西施のイメージの変遷―美女から隠逸世界の色どりまで―」（査読付）単
著			昭和 63 年 4 月『お茶の水女子大学中国文学会報』七号（中山時子教授
退官記念号）（お茶の水女子大学）
12.	「中国の詩に於ける詩語のイメージの変遷―『詩経』から唐詩へ―」（査読付）
単著　平成元年 11 月『研究報告書』26 号（三島海雲財団）
13.	「杏花のイメージの変遷から見た杜牧の「清明」詩に関する一考察」単著　
平成 3 年 9 月『アジア研究所紀要』18 号（亜細亜学園創立 50 周年記念号）
（亜細亜大学アジア研究所）
14.	「漢詩に於ける杏花のイメージの変遷」（査読付）単著　平成 3 年 9 月『日
本中国学会報』第四十三集（日本中国学会）
15.	「庾信の絶句型に於ける近体声律について」（査読付）単著　平成 3 年 11 月『亜
細亜大学教養部紀要』43 号（亜細亜学園創立 50 周年記念号）（亜細亜大学）
16.	「石川忠久先生　漢詩集桜美林篇　編注解」単著　平成 4 年 3 月『中国文学
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論叢』17 号（石川忠久教授挂冠記念号）（桜美林大学）
17.	「中国古典詩歌里的杏花的一个考察」単著　平成 4 年 9 月『中国文化与世界』
所収（上海外語教育出版社）
18.	「中国人のみた魂の行方―愛しい人を恋うる魂」単著　平成 7 年 3 月『アジ
ア人のみた霊魂の行方』（大東出版）所収
19.	「関于庾信“游仙詩”中所表現的“藤”」（査読付）単著　平成 7 年 9 月『北
京大学学報』32 巻 5 期（総 171 期）（	JOURNAL	OF	PEKING	UNIVERSITY
哲学社会科学版）所収
20.	「中国古典詩に於ける雨の詩の系譜―庾信の「対雨」詩についてその題の意
味を中心に」単著　平成 9 年 3 月『アジア研究所・研究プロジェクト報告書』
No.17（アジア人のみた自然観）（亜細亜大学アジア研究所）
21.	「中国語の身体部位に関する慣用句について」単著　平成 9 年 3 月（亜細亜
大学言語文化研究所　プロジェクト研究成果報告書）所収
22.	「關於庾信的喜雨詩」単著　平成 9 年 9 月『魏晋南北朝文学論集』南京大学
中国語文系主篇（南京大学出版社）所収
23.	「豊作を言祝ぐ詩―喜雨詩から喜雪詩へ」（査読付）単著　平成 9 年 10 月『日
本中国学会報』第四十九集（日本中国学会）
24.	「庾信研究―恥意識と修辞の特色について」（博士号取得論文）（査読付）単
著　平成 9 年 12 月（お茶の水女子大学大学院）
25.	「新野の庾氏と潁川の庾氏について―庾信の「我之掌庾承周」（哀江南賦）
の考察を中心に」（査読付）単著　平成 10 年 4 月『お茶の水女子大学中国
文学会報』十七号（お茶の水女子大学）
26.	「歌詠豊収的詩―従「喜雨」詩到「喜雪」詩」単著　平成 10 年 10 月『唐代
文学研究』第七輯（広西師範大学出版社）所収
27.	「漢詩に於ける柳のイメージの変遷―陶淵明が五柳先生と号した背景の考察










成 13 年 8 月『九江師専学報』第 20 巻第 7 期（2001 年増刊総第 114 期　所
収
31.	「中国語の諺に見る中国人の動物観」（査読付）単著　平成 15 年 6 月『亜細
亜大学学術文化紀要』3 号（亜細亜大学総合学術文化学会）
32.	「杜甫の詩に見る六朝詩人観」（査読付）単著　平成 17 年 3 月『六朝学術学
会報』第六集（六朝学術学会）
33.	「望郷詩のモチーフの展開―「客従遠方来」から「君自故郷来」へ」（査読付）
単著　平成 18 年 3 月『六朝学術学会報』第七集（六朝学術学会）




単著　平成 18 年 12 月『中日学者六朝文学研討会論文集』（北京大学中文系
出版）所収
36.	「古代中国人の狂の観念―「佯狂」の変遷を中心に」単著　平成 19 年 1 月『亜
細亜法学』41 巻 2 号（法学部 40 周年記念号）（亜細亜大学法学研究所）
37.	「『懐風藻』に見る『文選』の影響―「桜」の考察を中心に」単著　平成 19
年 3 月『立命館文学』598 号（清水凱夫教授退職記念論集）所収（立命館大
学人文学会）
38.	「略論杜甫詩中所表現出来的六朝詩人観」矢嶋美都子著　李寅生翻訳　単著	
平成 22 年	7 月『秋興』2010 年第 1 期（総第 17 期）夔州杜甫研究会（白帝
城博物館発行）
39.	「唐詩に見る六朝詩の受容―王昌齢の「芙蓉楼送辛漸」詩の「旅立つ人に伝
言を託す構想」を中心に」単著　平成 29 年 1 月『亜細亜法学』51 号
学術論文（その他）
 1.	「高校漢文教育における漁夫の辞の扱い方」単著　昭和 54 年 10 月「大学漢
文教育研究会年報」14 号
 2.	「杜甫の詩に詠じられた月と星」単著　平成 8 年 1 月『中村璋八博士古稀記
念東洋学論集』（汲古書院）所収
 3.	「中国語の身体部位に関する慣用句について」単著　平成 9 年 7 月『TONG	
XUE』14 号（同学社）





 6.	「高級官僚の望郷―王維の生涯と望郷詩」単著　平成 15 年 2 月『月刊しにか』
2 月号（Vol.14/No.2）




 9.	「庾信の「狂花」に見る六朝人の「狂」の観念」単著　平成 21 年 7 月『鳳
よ			鳳よ　中国文学における〈狂〉』所収（汲古書院）
翻　訳
 1.	（共訳）『趙子曰』老舎原作　昭和 56 年 12 月（学習研究社）
 2.	（翻訳）「孫悟空大閙乾坤」「鍘美案」「双下山」「鋸大缸」昭和 57 年 9 月（日
本文化財団）昭和 57 年秋に訪日公演した中国京劇団の台本（4 本）を翻訳
担当。
 3.	（翻訳）『漢籍版本のてびき』魏隠儒・王金雨著　昭和 62 年	5 月（東方書店）
原書名は『古籍版本鑑定叢書』
 4.	（翻訳）「贛商渉外遺録―中日塘沽協定への―商人の奔走記」平成 3 年 2 月『ア
ジア研究所紀要』17 号（亜細亜大学アジア研究所）
 5.	（共訳）『中国の文人―薬・酒・隠逸』王瑶著　平成 3 年 11 月（大修館書店）
 6.	（翻訳）『北京風土記』鄧雲郷著　平成 4 年 6 月（図書出版）原題は『燕京
風土記』
 7.	（翻訳）「試論二十世紀中国語引進日本語的両次高潮及其特点」丌華著　単
著　平成 15 年 3 月『アジア研究所紀要』29 号（亜細亜大学アジア研究所）
 8.	（翻訳）「対初級水平日本学生漢語口語課教学模式探索」李彦春著　単著　
平成 22 年 3 月『アジア研究所紀要』36 号（亜細亜大学アジア研究所）
 9.	（翻訳）「中国語レベル試験（HSK）の語彙と漢字ランキング大綱収録の動





 1.	『東晋の文学』（長谷川滋成著　渓水社）単著　平成 14 年 12 月『新しい漢
文教育』35 号（全国漢文教育学会）研文社
 2.	 加藤国安著『越境する庾信　その軌跡と詩的表象』（研文出版　東京　2004
年 9 月）単著　平成 18 年 10 月『集刊　東洋学』96 号（中国文史哲研究会）




平成 3 年 5 月「中国文化与世界国际学术讨论会」にて発表。主催は上海外
国語学院。
 2.	「关于庾信的喜雨诗」平成 7 年 11 月「95 魏晋南北朝文学国际研究学会」に
て発表。主催は南京大学。
 3.	「祝贺丰收的诗―从喜雨诗到喜雪诗」平成 8 年 9 月「中国唐代文学学会第八
届年会暨国际学术讨论会」にて発表。主催は西北大学。
 4.	「关于中国诗中的柳的形象演变和陶渊明自号五柳先生的来由」平成 12 年 8
月「中国陶渊明学术研讨会」にて発表。主催は九江師範学院。




 7.	「关于六朝时代方外观念和陶渊明隐逸思想」平成 23 年 9 月「北京大学国际
汉学家基地」にて発表。主催は「中国国家汉办　外国汉学研究学者访华计划」。
 8.	「唐诗的修辞法―用本歌取的技巧的诗的谱系」平成 26 年 9 月「北京大学国
际汉学家基地十周年記念国际学术研讨会」にて発表。主催は「中国国家汉
办　外国汉学研究学者访华计划」。
